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１．はじめに 
 近年、中層集合住宅において直結増圧給水方式の導入が多数見られるようになったが、50 戸以上の
大型中高層集合住宅やホテルのように一時的に多量の水を使用する建物、病院等の特定の建物、または

常時一定の水供給が必要で断水による影響が大きい建物、及び例年、渇水が懸念される地域等では依然、

貯水槽給水方式が最適であるとされている。従来、貯水槽給水方式は、建物内の使用水量のピークカッ

トにて配水管への負荷を軽減する目的で設置を義務付けられてきたが、実際、ピークカットの機能を貯

水槽が果たしているか否かは、使用水量等の 10分単位での実態調査 1) や水道事業体の水圧測定や経験
からの指摘にて、その機能を果たしていない実例の存在が明らかにされている。 
本稿では、数事業体のご協力を得て、現状における貯水槽給水の給水弁（ボールタップ及び定水位弁）

の口径と個数等の実態を 表 1 に示す既存の中高層集合住宅の給水申請書（給水台帳類）にて調査し、
一定条件の元での受水槽への予測流入量を解析し、その給水弁の口径と個数の妥当性を、解析結果の予

測流入量と後記の時間平均予想給水量及び受水槽内の水位変動値にて検討する。因みに、給水弁の口径

２．計算方法 

等に関する配水管水圧に対応した算出基準は、大半の事業体において作成されていないと認識している。 

る貯水槽給水方式における給水管内を流れる受水槽への給水量は、「給水装置データ

戸、250L／人･日とする。 
する。 
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1 8 φ25 φ25 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ20 1 ｹ 20 18 φ40 φ30 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ30 1 ｹ 39 39 φ40 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 2 ｹ
2 12 φ50 φ25 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ20 1 ｹ 21 20 φ25 φ25 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ20 1 ｹ 40 39 φ40 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ40 2 ｹ
3 12 φ40 φ25 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ20 1 ｹ 22 20 φ30 φ30 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ20 2 ｹ 41 41 φ40 φ40 定水位弁 φ30 1 ｹ
4 12 φ40 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ20 1 ｹ 23 20 φ40 φ40 定水位弁 φ30 1 ｹ 42 44 φ40 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ20 2 ｹ
5 12 φ25 φ25 定水位弁 φ25 1 ｹ 24 24 φ30 φ30 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 1 ｹ 43 45 φ50 φ50 定水位弁 φ40 1 ｹ
6 12 φ25 φ25 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 1 ｹ 25 24 φ50 φ30 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 2 ｹ 44 46 φ40 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ40 2 ｹ
7 12 φ40 φ30 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 1 ｹ 26 24 φ40 φ40 定水位弁 φ40 2 ｹ 45 47 φ40 φ40 定水位弁 φ40 1 ｹ
8 12 φ40 φ40 定水位弁 φ30 1 ｹ 27 29 φ40 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ30 1 ｹ 46 48 φ50 φ50 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 2 ｹ
9 13 φ25 φ25 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ20 1 ｹ 28 30 φ40 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 1 ｹ 47 49 φ40 φ40 定水位弁 φ40 2 ｹ
10 14 φ25 φ25 定水位弁 φ25 1 ｹ 29 33 φ50 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 1 ｹ 48 56 φ40 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ40 1 ｹ
11 14 φ40 φ40 定水位弁 φ30 1 ｹ 30 33 φ40 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ40 2 ｹ 49 59 φ50 φ50 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ20 2 ｹ
12 15 φ25 φ25 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 1 ｹ 31 34 φ40 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ40 2 ｹ 50 63 φ50 φ50 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ30 2 ｹ
13 15 φ40 φ40 定水位弁 φ40 1 ｹ 32 35 φ40 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 2 ｹ 51 66 φ50 φ50 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 2 ｹ
14 16 φ25 φ25 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ20 1 ｹ 33 35 φ40 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ40 2 ｹ 52 73 φ50 φ50 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 2 ｹ
15 16 φ40 φ30 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 1 ｹ 34 35 φ50 φ40 定水位弁 φ40 1 ｹ 53 85 φ50 φ50 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ50 1 ｹ
16 17 φ25 φ25 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 1 ｹ 35 36 φ40 φ40 定水位弁 φ30 1 ｹ 54 85 φ50 φ50 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ50 2 ｹ
17 17 φ25 φ25 定水位弁 φ25 1 ｹ 36 37 φ40 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ40 2 ｹ 55 86 φ50 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ30 2 ｹ
18 18 φ25 φ25 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ20 1 ｹ 37 38 φ50 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 2 ｹ 56 90 φ50 φ50 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ40 2 ｹ
19 18 φ50 φ40 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ25 2 ｹ 38 39 φ30 φ30 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ φ20 2 ｹ

表１．受水槽給水 現状調査物件概要

 計算の基本とな

ベース」2) や「建築設備設計基準」3)により、１日当たりの計画使用水量を使用時間で除した水量即ち、

時間平均予想給水量とするのが一般的である。配水管の最低動水圧時における給水装置の各適正口径

を演算し、給水弁から受水槽へ流入する『予想流入量』、『同流入量での給水弁における残存有効動

水頭』、『１日での最長の流入継続時間』、『時間平均予想給水量』を解析する。損失抵抗値の算出の際に

用いる流量算出公式等の計算諸条件は以下の通りである。 
① 計算対象住戸・使用水量：一般ファミリータイプ、3.5人／
② 設計水圧：配水管の最低動水頭を 20.0mAqとし、将来を考慮した設計値は 18.0mAqと
③ 管種の設定及び区間長：分水栓からメータまでは PP管(6.0ｍ)、メータ以降の埋設管は VP管(1
給水弁直前の露出配管は VLP管(3.1ｍ)として計算を行なう。 

 直管部の損失抵抗値算出方式：口径φ50以下ではウエストン公
⑤ 分水栓・弁・メータ等の損失抵抗値：機器メーカの損失抵抗値を用いる。 
⑥ 継手類の損失抵抗値：直管長の 20％として計算する。 

用⑦ 給水弁（ボールタップ及び定水位弁）の吐水量：機器メ
⑧  時系列使用水量：集合住宅における使用水量の時刻変化 の値を基本とする。 



３．計算結果 
 前記の計算諸条件にて算出した結果を表２及び図１～５に示す。 
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1 8 φ20 1 ｹ 48.9 5.09 5.5 9.7 28 30 φ25 1 ｹ 95.7 9.54 10.6 36.4 53 85 φ50 1 ｹ 219.1 8.67 40.0 103.2
2 12 φ20 1 ｹ 53.9 6.25 7.5 14.5 29 33 φ25 1 ｹ 98.4 10.08 11.4 40.1 54 85 φ50 2 ｹ 311.4 4.19 9.2 103.2
3 12 φ20 1 ｹ 53.5 6.06 7.6 14.5 30 33 φ40 2 ｹ 200.0 4.08 5.6 40.1 55 86 φ30 2 ｹ 170.9 5.08 80.0 104.5
4 12 φ20 1 ｹ 66.9 9.24 6.1 14.5 31 34 φ40 2 ｹ 200.0 4.08 5.8 41.3 56 90 φ40 2 ｹ 249.9 6.88 11.7 109.3
6 12 φ25 1 ｹ 59.9 3.71 6.8 14.5 32 35 φ25 2 ｹ 149.7 5.76 7.9 42.5
7 12 φ25 1 ｹ 83.0 7.13 4.9 14.5 33 35 φ40 2 ｹ 200.0 4.08 5.9 42.5 5 12 φ25 1 ｹ 62.2 2.49 6.5 14.5
9 13 φ20 1 ｹ 48.9 5.09 9.0 15.7 36 37 φ40 2 ｹ 200.0 4.08 6.3 44.9 8 12 φ30 1 ｹ 149.9 6.57 2.7 14.5
12 15 φ25 1 ｹ 59.9 3.71 8.5 18.2 37 38 φ25 2 ｹ 159.0 6.52 8.1 46.1 10 14 φ25 1 ｹ 62.2 2.49 7.6 17.0
14 16 φ20 1 ｹ 48.9 5.09 11.1 19.4 38 39 φ20 2 ｹ 88.0 4.13 50.0 47.3 11 14 φ30 1 ｹ 149.9 6.57 3.2 17.0
15 16 φ25 1 ｹ 83.0 7.13 6.5 19.4 39 39 φ25 2 ｹ 149.7 5.76 8.8 47.3 13 15 φ40 1 ｹ 171.7 4.72 3.0 18.2
16 17 φ25 1 ｹ 59.9 3.71 9.6 20.6 40 39 φ40 2 ｹ 200.0 4.08 6.6 47.3 17 17 φ25 1 ｹ 62.2 2.49 9.3 20.6
18 18 φ20 1 ｹ 48.9 5.09 12.5 21.8 42 44 φ20 2 ｹ 114.3 6.88 40.0 53.4 23 20 φ30 1 ｹ 149.9 6.57 4.5 24.3
19 18 φ25 2 ｹ 159.0 6.52 3.8 21.8 44 46 φ40 2 ｹ 200.0 4.08 7.8 55.9 26 24 φ40 2 ｹ 226.1 2.00 3.6 29.1
20 18 φ30 1 ｹ 89.9 5.76 6.8 21.8 46 48 φ25 2 ｹ 183.4 8.74 8.9 58.3 34 35 φ40 1 ｹ 193.0 6.00 6.1 42.5
21 20 φ20 1 ｹ 48.9 5.09 50.0 24.3 48 56 φ40 1 ｹ 135.5 7.76 50.0 68.0 35 36 φ30 1 ｹ 149.9 6.03 8.1 43.7
22 20 φ20 2 ｹ 88.0 4.10 7.7 24.3 49 59 φ20 2 ｹ 129.1 8.71 60.0 71.7 41 41 φ30 1 ｹ 149.9 6.03 9.3 49.8
24 24 φ25 1 ｹ 79.2 6.48 10.3 29.1 50 63 φ30 2 ｹ 215.3 8.37 9.9 76.5 43 45 φ40 1 ｹ 219.9 7.86 6.9 54.6
25 24 φ25 2 ｹ 135.9 4.74 6.0 29.1 51 66 φ25 2 ｹ 183.4 8.78 12.2 80.2 45 47 φ40 1 ｹ 171.7 4.72 9.3 57.1
27 29 φ30 1 ｹ 107.6 9.52 8.6 35.2 52 73 φ25 2 ｹ 183.4 8.78 40.0 88.7 47 49 φ40 2 ｹ 226.1 2.00 7.3 59.5

  【定水位弁】

表２．受水槽給水 想定流入量･最長流入継続時間

  【ボールタップ】   【ボールタップ】   【ボールタップ】
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図３．メータ口径とﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ(2ｹ)口径
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図１．受水槽への想定流入量
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図２．メータ口径とﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ(１ｹ)口径
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図４．メータ口径と定水位弁口径
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４．おわりに 
 解析の結果、給水弁（ボールタップ及
び定水位弁）からの受水槽への流入量は、
設計基準となる『時間平均予想給水量』
の 1.9～10.3倍（平均 3.9倍）、受水槽
内の水の変動容量は、最大でも水槽実
容量の 3.8％、しかも、連続しての給水
弁からの流入時間は、ボールタップに
おいてはその大半が、また定水弁にお
いては全てが 10分以下であり、大半の
施設が明らかに受水槽本来の設置目的であるピークカットの機能を果たしていないと考えられる。 

図５．時刻別 流出･流入量変動値（AM.7:00～）
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図５は、物件№38（39 戸）において、集合住宅の時系列使用水量の 10 分
単位での実測使用水量を基本としての『水量シミュレーション』である。 

（前記の『時間平均予想給水量』の比は平均 3.9倍だが、配水管の水圧が高いほどより大きくなる。） 
今後、配水管や給水装置に様々な影響を及ぼす配水管での『息』の発生頻度･水圧変動範囲を減少さ
せる必要がある。その発生要因の一つとして、給水弁の過大な口径と個数による過大な流入量が考え
られる。従って、配水管の負荷軽減や資産価値を上げるためにも、給水弁の計算は配水管の水圧･口径、
給水装置の口径･管長等に応じてシビアに検討し決定しなければならない。 
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